
平成２９年度江東区予算案

～ 主な事業の紹介 ～





夢へカウントダウン 新たなステージへのチャレンジ予算 

 

本区は、基本構想に定める区の将来像「みん

なでつくる伝統、未来 水彩都市･江東」を実現

させるために策定した江東区長期計画（後期）

に揚げた重点プロジェクトを着実に展開してい

ます。本区特有の人口増加を要因とする学校収

容対策や保育待機児童の解消をはじめ、防災対

策、子育て・高齢者及び障害者支援、観光・ま

ちづくり、教育、そしてオリンピック・パラリ

ンピック開催への準備など、区政各般にわたり

施策の拡充を図ることはもちろん、平成 29 年度

も新たな施策を積極的に予算化いたしました。

一方で、本区の区政運営やまちづくりに極めて

大きな影響を及ぼす「築地市場の豊洲移転整備」や「中央防波堤埋立地

の帰属」の重要課題には、区民、区議会のご理解ご協力のもと、本区の

揺るぎない強い姿勢を示してまいりました。 

今後、世界中から注目を集める本区が魅力溢れる水彩都市としてさら

に発展していくためには、確固たる財政基盤の構築や江東区長期計画（後

期）で掲げた施策の着実な推進に加え、チャレンジスピリットをもって

時代の潮流を捉えた新たな施策を打ち出し、それを推進させることが何

よりも重要です。平成 29 年度予算は、「夢へカウントダウン 新たなス

テージへのチャレンジ予算」とし、一般会計の当初予算規模は１,９９６

億４,２００万円、前年度比５.８％の増で、一般会計と３つの特別会計

を合わせた総予算規模は３,０３３億６,９００万円、前年度比４.７％の

増となり、区政史上初の３,０００億円台となりました。 

今年は旧深川区と城東区が合併し、新たに江東区としての歩みを始め

てから７０年目を迎えます。本区は、これまでの時代の変遷の中で様々

な変革を遂げながら着実に発展を続けてまいりました。今後も「スポー

ツと人情が熱いまち 江東区」のブランドコンセプトを踏まえた魅力あ

ふれるまちづくりの実現と基本構想が目指す「未来の江東づくり」に向

け、区民の皆さまとともに将来を見据えた積極的・戦略的な区政運営に

取り組んでまいります。 

 

平成２９年２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江東区長 山﨑孝明 
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１ 予算編成の基本的な考え方 

＜目指すもの＞ 

（１）「2020 年東京オリンピック・パラリンピック」、「50 万人都市」など、区政史上類を見な

い局面にあたり、これを千載一遇のチャンスとしつつ、区民ニーズに的確に応えていくた

め、過去や前例に捉われることのない斬新な発想、未来をより良いものに変えていきたい

というチャレンジスピリットをもった施策を充実させます。 

（２）少数精鋭の体制においても、多様な行政課題に迅速・的確に対応していくためには、事

業の優先順位を見定め、その新陳代謝を活性化させなければなりません。また、社会・経

済情勢における目まぐるしい変化への対応や、積み重なる後年度の事業コストなどを考慮

し、短期間での終了を予定（サンセット方式）した新たな施策を積極的に取り入れ、機動

性の高い行財政運営を展開していきます。 

（３）税制改正や景気動向の影響を受けやすい歳入環境にあっても、後年度負担に備えた強固

な財政基盤を構築するため、「江東区行財政改革計画」（後期）の着実な実施や経費節減な

ど内部努力の徹底のほか、広告事業など職員の創意工夫による歳入確保策を推進し、持続

可能で安定的な行財政運営を行っていきます。 

 

＜将来人口の想定＞ 

江東区長期計画（後期）では、将来人口を次のとおり想定しています。 

〔将来人口〕                    （単位：千人） 

 現 況 推計（平成３１年） 

人 口 
（うち外国人住民数） 

５０７ 
（２６） 

５２１ 
（２４） 

   （注）現況：住民基本台帳人口（平成２９年１月１日現在） 

      平成３１年：推計値（１月１日現在） 

      ※人口には、外国人住民数を含む 

 

＜行政評価を予算に反映＞ 

９２９の事務事業について、目的妥当性、有効性、効率性の観点から行政評価を行い、 

平成２９年度当初予算に反映させました。 

夢へカウントダウン 新たなステージへのチャレンジ予算

オリンピック・パラリンピックの開催など、「未来の江東づくり」の正念場を迎

え、チャレンジスピリットをもって時代の潮流を捉えた新たな施策を推進し、夢の

実現にむかって区民とともに前進していく予算 

Ⅰ 平成２９年度予算案について 

1



 

 

２ 予 算 規 模 
 

区分 平成２９年度 平成２８年度 増 減 額 
増減率
（％）

一般会計 1,996 億 4,200 万円 1,886 億 3,800 万円 110 億  400 万円 5.8 

国民健康 

保険会計 
631 億 9,900 万円 622 億 6,100 万円 9億 3,800 万円 1.5 

介護保険 

会  計 
313 億 9,700 万円 303 億 8,600 万円 10 億 1,100 万円 3.3 

後期高齢者 

医療会計 
 91 億 3,100 万円 84 億 5,600 万円 6億 7,500 万円 8.0 

計 3,033 億 6,900 万円 2,897 億 4,100 万円 136 億 2,800 万円 4.7 

 

 

 

３ 主な事業の件数と金額 
 

事 業 内 容 件数 金  額 

長期計画に定める 

主要事業 

施設 

（ハード事業） 
３９件 ２６５億１,３００万円 

非施設 

（ソフト事業） 
１９件 ５３億３,７００万円 

新たな取組み（主要事業を含む） ４８件 ６９億７,８００万円 

事業の拡充（主要事業を含む） ３３件 １２６億５,４００万円 
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Ⅱ 重点事業 （１３項目）

※★印はオリンピック・パラリンピック関連

3 - 4

3 - 2

青少年期の悩みに対応するワンストップ相談窓口を設置

区内２１か所に地域包括支援センターを開設

★ 2 - 4

3 - 1

1

2 - 2

3 - 3

2 - 3

★ 1

1

-

-

1

2

2 -

区内介護事業所等への就労を支援

障害者・高齢者施設に非常通報装置等の設置費用を補助

認可保育所の整備を計画

（仮称）有明北３－１街区認定こども園を整備

（仮称）第二有明小・中学校を新設

江東区独自のオリンピック・パラリンピック教育を推進

２　子育て・教育　（４項目）

３　健康・福祉　（４項目）

公共サイン統一化へ向けたガイドラインを作成

不燃化特区に防災に資する公園を整備

１　防災・まちづくり　（２項目）
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5 - 2

4 - 1

- 1

- 2

1 - 1

2 -

〔再掲〕

東京五輪会場周辺の区道に遮熱性舗装を実施

★ 4 - 1

★ 5 - 1

5

4

★ 5

高校生ジュニアリーダーを海外のボランティア先進都市に派遣

東京五輪会場周辺の区道に遮熱性舗装を実施

高校生ジュニアリーダーを海外のボランティア先進都市に派遣

公共サイン統一化へ向けたガイドラインを作成

江東区独自のオリンピック・パラリンピック教育を推進

カウントダウンイベントを実施、カウントダウンパネルを設置

★ オリンピック・パラリンピック関連　（５項目）

４　緑・環境　（１項目）

５　産業・生活　（２項目）

カウントダウンイベントを実施、カウントダウンパネルを設置

4
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

区内の適切な案内誘導のために

公共サイン統一化へ向けたガイドラインを作成
利用者に分かりやすいサインを目指します

１,３２１万円

１－１ 公共サイン維持管理事業

施策１７ コミュニティの活性化

地域振興課

４階２６番

３６４７－４９６２

２４１３

１ 防災・まちづくり

◆目的・効果

◆背景

現在、区が設置している公共サインは、管理する各課でデザイン等が異なっており、その多く
が多言語対応も不十分であるなど、環境整備が必要となっています。

公共サイン（公共施設等案内板）統一化に向けたガイドラインと、再配置に向けた整備計画を
策定します。

◆現在の主な公共サイン設置数

○区民や国内外から本区を訪れる方にとって分かりやすいサインに再整備することで、区内の
案内誘導を適切に行うとともに、景観に統一性をもたせることができます。

○多言語対応や多機能化により、更なる利便性向上を図ります。

○広告導入を検討するなど、維持管理費の削減を図ります。

◆スケジュール

地域振興課 ３２８基

文化観光課 ２１基

その他 ２８３基

合計（１１課） ６３２基

◆他区の状況

２３区中１０区がガイドラインに沿った整備を実施

年 度 内 容

平成２９年度 ガイドライン・整備計画の策定

平成３０年度以降 整備計画に沿って、再整備を実施

文化観光課 【ⅰサイン】
東京都の指針に基づき
作成した観光案内板

地域振興課 【大拠点サイン】
鉄道駅周辺等に設置している
誘導半径約１.２ｋｍの案内板

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

緑
・
環
境

産
業
・
生
活

◆事業内容
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

１－２

施策３２ 災害に強い都市の形成

地域整備課

５階２３番

３６４７－９４９１

２９８３

１ 防災・まちづくり

◆事業内容

不燃化特区推進事業

燃えない・燃え広がらないまちづくりを推進

不燃化特区に防災に資する公園を整備
地元住民等によるワークショップを通して

◆特色

不燃化特区（北砂三・四・五丁目地区）内に、地域防災に資する公園を整備します。

２９年度あいうえおあいうえ５,５３０万円

総事業費あいうえおあいうえ９,６６６万円

◆背景・目的

年 度 内 容

平成２８年度 北砂三・四・五丁目地区まちづくり協議会設立

平成２９年度 旧小名木川保育園解体、ワークショップ開催

平成３０年度 公園設計

平成３１年度 公園整備、開園

◆スケジュール

○本地区は住宅が密集しており、延焼被害対策としてのオープンスペースの確保や、消防活
動を円滑にする防火水槽などの設置・検討が求められています。

○本区の区民１人当たりの公園面積が８.３６㎡に対し、不燃化特区内は０.３４㎡と不足しており、
住環境の向上に資する公園を整備する必要があります。

○不燃化特区指定後、初めての公園整備（ハード事業）となります。

○公園整備にあたり、まちづくり協議会をはじめとして住民による
ワークショップを開催するなど、地域とともに公園づくりを進めます。

○移転により現在使用していない保育園跡地を利用して整備します。

場 所 旧小名木川保育園跡地（北砂五丁目２１番５号）

規 模 敷地面積：約１,１５６㎡

機 能
ワークショップの意見などを踏まえて整備
※防火水槽、かまどベンチ、マンホールトイレ など

◆公園概要

地元住民による他区の
防災広場視察の様子

不燃化特区の範囲

整備予定地
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

良好な景観の創出や防災機能の強化のために

東京五輪会場周辺区道の無電柱化工事を実施
安全で快適な歩行空間を提供

２９年度 ５億６３２万円

１－３

施策３１ 便利で快適な道路・交通網の整備

１ 防災・まちづくり

総事業費 １５億９,１８１万円

◆特色・効果

道路の地下空間を利用し、電力線や通信線等をまとめて収容することにより、地上空間の電
柱をなくし、安全で快適な歩行空間を確保することができます。

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技会場周辺の区道において、無電柱化工事を実施
します。

◆目的

東京２０２０大会会場周辺の区道において、良好な都市景観の創出や都市防災機能の強化
等を図ります。

◆事業内容

地 区 延 長

① 辰巳地区 ５２２ｍ

② 東雲地区 ５２５ｍ

①

②

位置図

有明アリーナ

アクアティクスセンター

道路課

防災センター３階５番

３６４７－９３７４

６４４８

東京都も東京２０２０大会に向け、都道において無電柱化を行っています。区と都が連携し、
競技会場周辺の観客の主な動線となる道路を整備していきます。

◆背景

有明テニスの森

東京辰巳国際水泳場

有明ＢＭＸコース

有明体操競技場

平成２９年度 電線共同溝本体設置工事

平成３０年度 引込連系管工事、道路本復旧工事

平成３１年度 道路本復旧工事

◆スケジュール

◆整備地区・延長

東京オリンピック・パラリンピック

会場周辺路線無電柱化事業
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

災害発生時のトイレ問題を解消

拠点避難所へクワトロトイレを導入
利便性と衛生面の向上を図ります

１,７３１万円

１－４ 災害対策資機材整備事業

施策３３ 地域防災力の強化

防災課

防災センター４階１番

３６４７－９５８７

６２１６

１ 防災・まちづくり

◆特色・効果

拠点避難所（※）となる全区立小・中学校に、組立式男性用小便器のクワトロトイレを導入します。

◆目的

災害発生時の拠点避難所でのトイレ問題（衛生面・健康面・待ち時間）の解消を図ります。

○既存の仮設トイレは個室のため一人一人の排泄までの時間を要していますが、男性の小便
器スペースを分離することで、トイレの待ち時間短縮を図ることができます。

○組立は簡略であり、設置後に横幕をつけることで周囲へのプライバシーの配慮ができます。

◆概要

導入時期 平成２９年度

場所 拠点避難所（全区立小・中学校）

購入予定数 ７３基

他区の状況 台東区・豊島区に次ぎ３番目（江東５区（※）では初）

東日本大震災や熊本地震など過去の災害を見ると、ライフラインが復旧するまでトイレには
長蛇の列ができ、水分補給を控えトイレに行く回数を減らすことで体調不良になる避難者が
数多くいるなど、トイレ問題が度々起きています。

◆背景

※拠点避難所：避難所の中でも、物資の配給や情報収集などの拠点となる場所

クワトロトイレ（イメージ）

特徴 男性４人が同時に使用可能

重量 本体：約２８ｋｇ 、 テント：約１０ｋｇ

寸法（組立時）
※テントを含む

幅１.８ｍ×奥行１.８ｍ×高さ２.４ｍ

◆クワトロトイレの仕様
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◆事業内容

※江東５区 ： 東京都東部に位置する墨田区・足立区・葛飾区・江戸川区・江東区を指す
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

誰でも無償でインターネットに接続！

拠点避難所と観光スポットにフリーＷｉＦｉを整備
情報収集の利便性を高めます

１億１,５０８万円

１－５ 電子自治体構築事業

計画の実現に向けて(２) スリムで区民ニーズに的確に対応した行財政運営

情報システム課

防災センター５階１番

３６４７－８６６４

６１１６

１ 防災・まちづくり

区内の拠点避難所と観光スポットに、電話回線が利用できない場合であっても、誰でも無償で
無線LAN接続端末を用いてインターネットに接続できるサービス環境を整備します。

◆目的

◆効果・特色

時期 平成２９年９～１０月 サービス開始予定

設置場所 全区立小・中学校（６８校）・区内の観光拠点

他区の状況 ２３区中１８区で実施

◆概要

○災害時でも効果的に情報を受発信できることによる安全・安心な生活の実現、及び平常時の
利便性向上を図ります。

○訪日外国人観光客も含めた来訪者の、手軽に情報を入手したいという要望に応えます。

○災害時に拠点避難所で避難者自ら情報収集、安否確認を行えるようになります。

○フリーＷｉ‐Ｆｉの検索・接続ができる多言語対応アプリケーション（※）と連携することにより、
訪日外国人観光客も簡単にインターネットに接続することができるようになります。

○国等の補助金（整備費の２分の１）を活用して整備します。

※自治体や交通インフラ（空港、鉄道、バス等）、大型商業施設等が提供するフリーＷｉ‐Ｆｉを検索し接続することができるアプリケーション
※「Ｊａｐａｎ Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ-ｆｒｅｅ Ｗｉ-Ｆｉ」による利用を可能とし、東京都や他区との連携利用を可能とする仕組みで導入します。

◆背景

地域の安全・安心の確保や外国人受入れ環境の整備を目的とした自治体によるフリーＷｉ-Ｆｉ
整備が進んでおり、江東区においても東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向け区への来訪
者が増加することが見込まれており、Ｗｉ‐Ｆｉ環境の整備が求められています。
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◆事業内容
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

上記を含めた新規開設する９園をはじめ、既存保育施設の定員構成の見直し等により、１,０００人を超え
る認可保育所定員の増を図りました｡

子育てしやすいまちを目指して

認可保育所の整備を計画
国家戦略特区を活用し、都市公園内に保育所を整備

１８億５,２２２万円

２－１ 私立保育所整備事業

施策６ 保育サービスの充実

保育計画課

３階１２番奥

３６４７－９６３８

２７９１

２ 子育て・教育

開設時期 所在地 定員数 備 考

平成３０年４月 計画中 計 約１,０００人

平成３０年４月の開設に向け、認可保育所を整備

※開設場所、施設数（定員）については、保育需要
の状況に応じて決定

◆スケジュール

○保育需要に迅速に対処するため、民設民営による保育施設の整備などにより、約１,０００人
の認可保育所定員の増を図ります｡

○国家戦略特区を活用し、緑豊かな都立木場公園内に認可保育所を整備します。

◆平成２８年度整備実績（平成２９年４月開設）

◆事業内容

＜整備計画＞
所在地等 木場４・５丁目

（木場公園 大横橋口北側）
定員総数 １３０人
開設時期 平成３０年４月（予定）

＜整備スケジュール＞

平成２８年度 運営事業候補者公募・選定
平成２９年度 施設整備工事
平成３０年４月 開設（予定）

◆「都立木場公園内保育所」整備概要

都立木場公園内保育所 完成イメージ

施設名 所在地 定員数 備 考

ナーサリールーム
ベリーベアー深川冬木 冬木 ２００人

首都高速道路㈱の協力を得て、同社が管理する
土地を、区が保育所整備用地として確保

マミー保育園東陽町 東陽二 １２１人 大規模マンション開発と連携して整備

小鳩保育園 清澄白河 白河三 ４５人 近年、保育需要が高い白河地区に緊急整備
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

南部地域における幼児教育・保育需要に対応

（仮称）有明北３－１街区認定こども園を整備
民間事業者と協力し、平成32年度の開設を目指します！

― 円

２－２ 認定こども園の整備

施策９ 安心して通える楽しい学校（園）づくりの推進

学務課

６階２番

３６４７－９７０３

３３２８

２ 子育て・教育

◆目的

南部地域における年少人口の増加が今後も続くことが予想されるため、本地域における教
育・保育需要に対応し、こどもが安全かつ健やかに成長できる環境を整備します。

◆整備概要

◆整備概要

名 称 （仮称）有明北３－１街区認定こども園

所在地等 有明二丁目１番の一部（臨海副都心有明北３-１-A街区内）

類 型 幼保連携型（幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、一体的に運営）

定員・対象年齢 ３１０人（予定）、０～５歳

整備内容
（予定）

構 造 地上３階建・鉄骨造
延 床 園舎 約２,８２４㎡、園庭 約９４４㎡
フロア １階：エントランス、駐車場

２階：職員室、調理室、保育室等
３階：遊戯室、会議室、保育室等

運営主体・方法
学校法人武蔵野大学（予定）
民設民営（園舎等は区が事業者に貸付）

スケジュール
（予定）

平成２９年 ５月 着工
平成３１年１０月 竣工
平成３２年 ４月 開設

◆実績（幼保連携型認定こども園）

開 設 施設名 所在地

平成２３年４月 しののめＹＭＣＡこども園 東雲一丁目９番４６号

平成２７年４月 豊洲めぐみこども園 豊洲六丁目２番３０号

○南部地域における年少人口の増加に伴う幼児教育・保育需要増に対応するため、臨海副都
心有明北３－１街区に私立の認定こども園を整備します。

○有明北３－１街区のマンション建設の一環としてマンション建設事業者が整備し、区が寄附を
受け認定こども園として活用するもので、公共施設整備協力金（※）から減額する予定です。

※ マンション建設により必要となる公共施設への受入等の対策を講じるために区に納付するもの
で、公共施設整備に協力した場合は減額する場合あり

認定こども園での教育活動（イメージ）
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

長期計画の該当項目：

事業の拡充

有明地区の児童・生徒増加に対応

(仮称)第二有明小・中学校を新設
区内初！施設一体型の小中一貫教育を実施します！

２－３

施策９ 安心して通える楽しい学校（園）づくりの推進

庶務課・学校施設課

６階１番・６階８番

【庶務】3647-8542 【学校施設】3647-9173

【庶務】3323      【学校施設】3271

２ 子育て・教育

◆目的

マンション等が急増する有明地区において、児童・生徒の良好な学習環境の確保を図ります。

（仮称）第二有明小学校整備事業
（仮称）第二有明中学校整備事業

事業経費

事業名 ２９年度 総事業費

（仮称）第二有明小学校整備事業
１０８億９,５６１万円 １７９億７,１９９万円

（仮称）第二有明中学校整備事業

（仮称）第二有明小・中学校 完成イメージ
※江東きっずクラブ：学校施設などを活用し、
放課後等に児童が安全で安心して過ご
すことのできる居場所・生活の場

義務教育学校の設置は
品川区に続き２例目

◆他区の状況

◆事業内容

○ 児童・生徒の増加に対応するため、（仮称）第二有明小・中学校（同一敷地内に併設される
「施設一体型」）の新設に向け、着実に工事を進めています。

○ 区の地場産業である木材を可能な範囲で使用する“江東区らしい学校施設”とするため、
建物の木質化（※１）に加え、区内初の試みとして、建物の一部を木構造（※２）とします。

○ ９年間の学びの充実を目指し、区内初となる小中一貫教育を実施することとし、義務教育
学校として平成３０年４月に開校します。

◆整備概要

所在地 有明一丁目７番１３号

敷地面積 ２０,１８４.６６㎡

延床面積 校舎 約２５,０００㎡

構造
鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造及び木構造、５階建て
（小学校・中学校 施設一体型）

竣工予定 平成３０年２月

開校予定 平成３０年４月

その他
普通教室各２４学級、特別支援３教室、プール×２、屋内運動場×２、
江東きっずクラブ（※）
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※１ 木質化：建築物の内装及び外装の全部または一部に木材を使用すること
※２ 木構造：建築物の主要構造部（柱、屋根、壁、床、梁等）の全部または一部に木材を使用すること
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

中学生の部活動の夢を応援

江東区独自のオリンピック・パラリンピック教育を推進
「パナソニックセンター東京」と連携し、五輪の起源などを学びます！

２,０２３万円

２－４ オリンピック・パラリンピック教育推進事業

施策８ 確かな学力・豊かな人間性・健やかな体の育成

指導室

６階４番

３６４７－９１７９

３３８６

２ 子育て・教育

○東京２０２０オリンピック・パラリンピックにおいて、全市区町村で最も多くの大会会場が整備
（※１）される江東区の環境を生かし、全てのこどもたちの心に残る体験活動を中心とした、「江
東区オリンピック・パラリンピック教育推進計画」 （※２） に基づく独自の教育活動を実施します。

○「部活動☆夢応援プロジェクト」として、オリンピアン・パラリンピアン等を部活動に招き、生徒
がその道の達人から直接指導を受けます。

○「パナソニックセンター東京」 （※３）と連携し、オリンピック・パラリンピックや世界の国々（「世界
ともだちプロジェクト」 （※４）で担当する国等）についての学習などを行うとともに、区内の競技
会場予定地をバスで巡ります。

◆事業概要

「部活動☆夢応援プロジェクト」
「パナソニックセンター東京」
との連携教育・競技会場巡り

対象 中学校の部活動（運動部・文化部） 小学校５・６年生

内容

○部活動単位で部活動に対する「夢」を
募集

○各校の代表者により、区長へのプレゼン
を行い、意見交換会を実施

○部活動にオリンピアンや専門家を招き、
直接生徒を指導

○ 「パナソニックセンター東京」にて実施

• オリンピック・パラリンピックの基礎学習
（起源や聖火などについて）

• ICTを活用した異国文化の学習・体験

• パラリンピック競技の体験 など

○区内の競技会場予定地巡り

実施
場所

区立中学校（２３校）
（毎年、各校１部活動で実施）

○パナソニックセンター東京（有明３-５-１）

※１ 区内の競技会場配置 オリンピック：１１競技 １０会場、パラリンピック：８競技 ７会場（平成２８年１２月現在、中央防波堤埋立地内を含む）
※２ 江東区オリンピック・パラリンピック教育推進計画 ： 平成２９年３月策定予定
※３ パナソニックセンター東京 ：江東区有明にあるパナソニックグループのショウルームで、理数の魅力体感ミュージアム「リスーピア」やオリンピッ

ク・パラリンピックについて学べる場を有する施設
※４ 世界ともだちプロジェクト ： 東京２０２０大会参加予定国を学び、国際交流に発展させる取組で、各小学校５か国、各中学校１０か国を担当

◆他区の状況

「オリンピアン等による部活動指導」及び
「パナソニックセンター東京との連携教育
・競技会場巡り」は２３区初

オリンピック・パラリンピック等について楽しく学べる
「パナソニックセンター東京」
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

入院や出産・育児不安など保護者の事情によりこどもを養育することが一時的に困難な場合
や、児童虐待の防止を図るために、宿泊を伴ってこどもを預かる「こどもショートステイ事業」に
ついて、今回新たに、個人の「協力家庭」宅でも事業を実施します。

一時預かりによる子育て世帯への支援

協力家庭によるこどもショートステイ事業を導入
対象年齢、定員の拡大で利用しやすい環境に！

４８５万円

２－５ こどもショートステイ事業

施策１１ 地域ぐるみの子育て家庭への支援

子育て支援課

３階１５番

３６４７－４４０７

２７１０

２ 子育て・教育

◆背景・目的

○現在は、１施設（パークサイド亀島）でショートステイ事業を行っています。

○転入や核家族化の進展などにより、子育てが周囲から孤立した「孤育て」になっている家庭
が少なくないため、こどもを一時的に預かることで、保護者の不安や負担感を軽減し、社会
全体で子育てを支えていく必要があります。

○現在の施設型ショートステイの定員は一日３名ですが、近年利用者が増えていることから、
新たに協力家庭においても事業を行うことで、受け入れ児童数を増やします。

◆「協力家庭」概要

協力家庭 【参考】 施設型

運 営 協力家庭員への委託 社会福祉法人への委託

対 象 １歳～中学校３年生 ２歳～１２歳

定 員 １世帯あたり４人まで ３人

日 数 最長６泊７日

利用料 一日３,０００円

◆「協力家庭員」について

○区内在住の夫婦であること、居室が２室１０畳以上あり、家族構成に応じた適切な広さが確保
されていることなどの一定の条件を満たした方です。

○家庭訪問による面接や区が行う研修を受講後に登録していただきます。

○協力家庭員として、３名程度の登録を予定しています。

◆特色・効果

○一般の家庭で預かることで、より家庭的な環境でこどもを預かることができます。

○兄弟関係や集団生活に馴染めないなど、こどもの状況に合わせて、現在実施している施設
型ショートステイと協力家庭で受け入れの調整ができます。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

平成２２年度から開始し、現在３９校で実施している「放課後子ども教室機能」（A登録）（※１） と
「学童クラブ機能」（B登録） （※２）との連携・一体化事業「江東きっずクラブ」について、平成２９年
度は新たに６校で開設し、全小学校（４５校）で実施します。

こどもたちに安全で安心な居場所・生活の場を提供

全小学校で「江東きっずクラブ」を実施
計画を２年前倒して全校実施を達成しました！

１６億６,５１６万円

２－６ 放課後子どもプラン事業

施策１２ 健全で安全な社会環境づくり

放課後支援課

６階１０番

３６４７－９３０８

３３４１

２ 子育て・教育

共働き家庭等の「小１の壁」の不安を解消するとともに、すべての児童が多様な体験・活動を
行うことができるよう、学校施設を活用し、放課後等に安全で安心して過ごすことのできる居場
所・生活の場を提供します。

◆「江東きっずクラブ」の推移（きっずクラブ数・登録者数、区立小学校児童数の推移）

◆効果・特色

○平成３１年度までに全校実施する計画を２年前倒し、平成２９年度に全校実施を達成します。

○平成２８年５月時点で、区立小学校児童２３,１１２人のうち、Ａ登録は３３.７％、Ｂ登録は
１０.１％となっています。

○４５クラブ中、３７クラブを民営で実施し、民間の発想による柔軟な事業展開を行います。

○平成２８年度に実施したアンケートでは、A登録８３.５％、B登録９２.８％が「とても楽しい・まあ
まあ楽しい」と評価されました。

◆目的

※１ A登録：空き教室を利用し、安全で安心な児童の放課後等の自主的な遊び・学びの場を提供

※２ B登録：就労世帯等の児童に対して、保護者に代わり放課後等の生活の場等を専用室で提供

安全・安心な居場所・生活の場
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

増加する児童への対応

平久小・扇橋小・豊洲西小の３校を増築
集合住宅の建設に伴う児童の学習環境の確保に向けて！

２－７

施策９ 安心して通える楽しい学校（園）づくりの推進

学校施設課

６階８番

３６４７－９１７３

３２７１

２ 子育て・教育

◆事業内容

○ 区内の集合住宅の建設に伴う児童の増加に対応するため、平久小学校・扇橋小学校の
校舎の増築計画を進め、平成３２年４月からの使用開始を目指します。

○ 豊洲地区の児童の増加に対応するため、豊洲西小学校の校舎の増築計画を進め、平成
３４年４月からの使用開始を目指します。

○ 豊洲西小学校の増築用地（既存敷地の北側：約２,６００㎡）は、開発事業者から譲渡を受け
る予定です。

平久小学校増築事業
扇橋小学校増築事業
豊洲西小学校増築事業

事

業

経

費

事業名 ２９年度 総事業費

平 久 小 学 校 増 築 事 業 ３,３４５万円 ５億６,２８７万円

扇 橋 小 学 校 増 築 事 業 ３,４０２万円 ４億９,２７２万円

豊 洲 西 小 学 校 増 築 事 業 ０円 ２１億４,８４３万円

◆目的

区内の集合住宅の建設が進むことから、児童の良好な学習環境の確保を図ります。

◆整備概要

学校名 所在地 スケジュール

平久
小学校

木場一丁目２番２号
平成２９年度 実施設計
平成３０～３１年度 工事
平成３１年７月 竣工

扇橋
小学校

石島１８番５号
平成２９年度 実施設計
平成３０～３１年度 工事
平成３２年３月 竣工

豊洲西
小学校

豊洲五丁目１番３５号

平成２８年度 基本計画
平成３０年度 実施設計
平成３２～３３年度 工事
平成３３年１１月 竣工

豊洲西小学校（現況）
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

○平成２８年度に有線ＬＡＮを小・中学校の普通教室・特別教室等に配備しました。

○平成２６年９月～平成２８年８月に行ったモデル事業（小・中学校各１校において無線ＬＡＮ
環境下でタブレット端末を利用）の検証の結果、ＩＣＴ機器の導入は、児童･生徒の興味や
意欲を引き出す授業、わかりやすい授業づくり等に有効であることが確認できました。

学習意欲の向上、主体的に探求する手段の充実

小･中学校にタブレット端末を導入
ＩＣＴ機器を利用した視覚的にわかりやすい授業を展開します！

小学校コンピューター教育推進事業

２－８

施策８ 確かな学力・豊かな人間性・健やかな体の育成

学務課

６階２番

３６４７－９１７６

３３３４

２ 子育て・教育

中学校コンピューター教育推進事業

小学校コンピューター教育推進事業
中学校コンピューター教育推進事業

◆規模

◆事業内容

◆目的

小・中学校においてタブレット端末や電子黒板等のＩＣＴ機器を利用して、児童･生徒の興味
や意欲を引き出す授業、わかりやすい授業づくりを推進していきます。

◆効果

○ＩＣＴ機器を導入することにより、視覚的にわかりやすい授業を行うことができます。

○児童･生徒一人ひとりの状況に応じた指導をすることができます。

○児童･生徒の学習に対する意欲や、ＩＣＴスキルの向上につながります。

○児童･生徒の主体的に探求していく際の手段が広がります。

◆導入の経緯

環 境 アクセスポイント：各校１４台

タブレット 各校４５台 （小学校：計２,０２５台、中学校：計１,０３５台）

巡回支援
月２回（１回あたり７時間）
・教員への指導
・授業の補助

１億５,６３６万円

７,９９２万円

○区内小・中学校に無線ＬＡＮ環境を整備し、タブレット端末を導入します。

○授業での利活用を促進するため、ＩＣＴ支援員による巡回支援（教員の指導など）を行います。

◆開始予定

平成２９年９月

タブレット端末を導入した授業

（イメージ）
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

悩める青少年たちへ早期に支援の手を

青少年期の悩みに対応するワンストップ相談窓口を設置
青少年総合相談を毎週開設します

５４８万円

３－１ 青少年相談事業

施策１３ 地域の人材を活用した青少年の健全育成

青少年課 ３６４７－９６３８

２７９１

３ 健康・福祉

◆事業内容

※ 音楽スタジオや多目的ルームなどを有する青少年の健全育成のための施設で、大規模改修工事の終了に合わせ、平成２９年
４月より、「江東区青少年センター」から改称。平成２９年度より指定管理者制度を導入し、事業の充実と利便性の向上を図る。

◆目的

様々な悩みや課題を抱える青少年に対し、早期に支援の手を差し伸べることにより、ひきこも
り等を未然に防ぎ、自立・社会参加への手助けをします。

◆相談窓口概要

平成２８年度 平成２９年度

対 象

区内在住・在学・在勤の概ね１５歳から４０歳未満までの方及びその保護者など

ひきこもりの方
ひきこもりの方や、 ひきこもる前の不登校や友人・異性
などの人間関係等に関する悩みを抱える方

相談場所 文化センター ほか 区役所、青少年交流プラザ ほか

回 数 年２８回 原則 週３回、１３～１７時

その他

○ 区役所内や青少年交流プラザ内に専用の相談ルーム
を設置し、来談者が安心して相談できる環境を整備

○ 窓口へ赴くことが困難なひきこもり当事者に対応する
ため、訪問相談も新たに実施

○ ひきこもりの若者の社会参加のきっかけづくりとして、
青少年交流プラザ内に居場所ルームを設置

○専門相談員がひきこもりの問題のみならず、不登校や友人・異性・家庭内の問題等青少年期
における幅広い悩みにも対応するワンストップ相談窓口を設置します。

○新たに区役所本庁舎と平成２９年４月にリニューアルオープンする「江東区青少年交流プラ
ザ」（※）などに相談窓口を設置します。

ひきこもり等支援講演会の様子
（現行事業）

◆実績・背景

平成２７年度より、ひきこもり等の若者に対する相談を中心と
した支援事業（こうとうゆーすてっぷ）を本格実施し、平成２８年
１２月末時点で延べ１６７件の相談がありました。

◆他区の状況

青少年総合相談事業は、
世田谷区に次いで２例目

担当課：青少年課（青少年センター） 電話：５６３３－６３７１
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

◆他区との比較

在宅介護支援センター（区の愛称：長寿サポート）を地域包括支援センター（区の愛称：長寿
サポートセンター）へ転換し、全２１か所のセンター体制を構築します。

住み慣れた地域での自立した生活をサポート

区内２１か所に地域包括支援センターを開設
地域包括ケアシステムの実現に向け、高齢者の相談支援体制を強化!

７億４,２７２万円

３－２ 地域包括支援センター運営事業

施策２５ 総合的な福祉の推進

地域ケア推進課

３階７番

３６４７－９６０６

２６１７

３ 健康・福祉

◆目的

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を見据え、「地域包括ケアシステム」の中核的な役割を
担う地域包括支援センターを拡充し、高齢者が住み慣れた地域において自立した日常生活を
営むことができるよう、地域の相談支援や介護予防、権利擁護などの機能強化を図ります。

◆事業内容

◆地域包括支援センター（長寿サポートセンター）の業務等

総合相談支援業務
保健、福祉サービス、医療、認知症など、高齢者に関する様々な相談に
専門職のチームが対応

介護予防ケアマネジメント 介護予防ケアプラン作成や介護予防の取組を推進

権利擁護業務 高齢者の虐待防止、成年後見制度の利用支援等を実施

包括的・継続的ケア
マネジメント支援業務 ケアマネジャーへの支援を実施

職員配置 保健師（看護師）、社会福祉士、主任介護支援専門員を各１人以上配置

○平成２７年度末時点で８か所だった地域包括支援センターを、平成２８年度は１２か所に増や
し、さらに平成２９年４月から２１か所に拡大します。

○高齢者約５,０００人に対し１か所のセンターを配置して、きめ細かい体制を構築します。

◆センター体制

◆開設時期

平成２９年４月江東区 ２３区平均

地域包括支援
センター数（※）

２１か所 １２か所

高齢者人口
（Ｈ２８.１.１現在） １０６,９５１人 ８６,４２６人

１センターあたり
高齢者人口 ５,０９３人 ７,４１７人

高齢者の総合相談窓口

※ 江東区：Ｈ２９．４．１現在、２３区：Ｈ２８.１０.１現在
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

人材の発掘・マッチングを活性化！

区内介護事業所等への就労を支援
介護業界への人材の定着を図ります

３６０万円

長寿応援課

３階８番

３６４７－４３３１

２６１５

３ 健康・福祉

◆目的

◆実施期間

平成２９年度より３年間

◆補助額

３－３ 介護従事者確保支援事業

施策２６ 地域で支える福祉の充実

◆補助の流れ

就労準備金 ３万円

研修受講費用
受講費用の９割または７万円
のうち、 いずれか低い額

下表①、②
参加者

区内介護事業所
等へ就労

介護職員初任者
研修の受講

研修受講費助成就労準備金交付

①福祉のしごと相談・面接会 ②介護業界就労促進研修

年度内２回実施（９月頃、２月頃） 年度内２回実施（８月頃、１月頃）

福祉の仕事に興味のある方や、転職希望者な
どを対象に区内介護事業所等による相談・面接
会を開催

介護業界に興味のある方や、就業を考えてい
る方を対象に、介護のやりがいや業界の現状な
どの講義、施設見学などを行う。研修修了後は
就労支援も実施

○区主催の「福祉のしごと相談・面接会」「江東区介護業界就労促進研修」に参加し、区内
介護事業所等へ就労した方に、就労準備金を支給します。

○就労後、介護職員初任者研修を受講した方に、受講費用を助成します。

○介護従事者確保支援の一環として行っている「福祉のしごと相談・面接会」、「介護業界就労
促進研修」への参加者の開拓を図り、介護業界への就労のきっかけをつくります。

○無資格者等が介護職員初任者研修を受講しスキルアップすることで、就労意欲を高め、
介護業界への定着化を図ります。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

障害者・高齢者施設の安全性の向上

障害者・高齢者施設に非常通報装置等の設置費用を補助
施設の防犯対策強化で利用者の安全の確保を図ります！

障害者(児)施設安全対策整備費補助事業 ５,７００万円

施策２５ 総合的な福祉の推進 等

障害者支援課・長寿応援課

２階１７番・３階８番

【障害】3647-4950 【長寿】3647-4331

【障害】2641      【長寿】2614

３ 健康・福祉

◆事業内容

区内の障害者・高齢者施設に対し、非常通報装置や防犯カメラの設置等の安全対策に要す
る費用について、補助を行います。

◆目的

◆背景

平成２８年７月に発生した神奈川県相模原市の障害者施設における殺傷事件を踏まえ、あら
ためて障害者・高齢者施設における利用者の安全の確保を図る必要があります。

◆補助内容

介護保険施設管理事業 ２,２８０万円

３－４
障害者（児）施設安全対策整備費補助事業

介護保険施設管理事業

○障害者・高齢者施設への安全対策に資する設備等の設置を促進し、施設の安全性の向上
を図ります。

○補助条件として、防犯マニュアルの策定を義務づけることで、ハード面だけでなくソフト面で
の防犯体制も整えます。

障害者施設 高齢者施設

対象
施設

○障害者（児）通所支援施設
○地域活動支援センター
○グループホーム など

○特別養護老人ホーム
○介護老人保健施設
○認知症高齢者グループホーム など
※宿泊を伴う施設に限る

対象
設備

１１０番直結非常通報装置、防犯カメラ、カメラ付インターホン、フェンス など

補助額
○総事業費30万円未満 ⇒ 全額
○総事業費30万円以上 ⇒ 1/2

※補助上限あり

○総事業費30万円未満 ⇒ 全額
○総事業費30万円以上 ⇒ 国の補助制度

に準じる

補助
条件

施設における職員用の防犯マニュアルの策定
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

介護者の精神的負担を軽減

高齢者の徘徊時に役立つＧＰＳ端末等を導入
高齢者の迅速な居場所特定と身元確認につなげます

２５０万円

３－５ 認知症高齢者支援事業

施策２５ 総合的な福祉の推進

地域ケア推進課

３階７番

３６４７－４３９８

２６３６

３ 健康・福祉

◆事業内容

◆目的

◆特色・効果

◆背景

徘徊等により行方不明となった高齢者を介護者が独力で見つけることは困難であり、また身元
確認ができずに自治体等に保護されている高齢者も増加を続けています。このため、行政によ
る徘徊対策への積極的な関与が求められています。

○徘徊行動の見られる高齢者（※１）を介護する人に、位置情報を検索できるＧＰＳ専用端末を
一定期間、無料で貸与します。

○徘徊行動の見られる高齢者の身元確認に役立つ見守りステッカー・アイロンシールを配布
します。

○従来は困難だった介護者による行方不明高齢者の捜索・保護を可能にし、介護者の精神的
負担を軽減します。

○ステッカー等を身に着けることで、高齢者の身元確認を容易にします。

※２ GPS専用端末イメージ
（靴への埋め込み型）

◆徘徊対策ツール

ＧＰＳ専用端末
見守りステッカー

・アイロンシール

導入数
○ 専用端末 ８４台
○ 専用靴（※２） ４２足

各２,１００セット

他区の

状況

（端末の利用支援）
２３区中１５区

２３区中８区

導入時期

(予定)
平成２９年１０月

配布場所
長寿サポートセンター

（地域包括支援センター：２１か所）

○徘徊時の居場所特定と身元確認を迅速化することで、高齢者の安全確保を図ります。

○地域における見守りネットワークの形成に役立てます。

※１ 目的を持って歩いているものの、認知症の症状により迷ってしまう、自宅に戻れなくなってしまう高齢者を含む
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

あっせん対象者・相談窓口を拡大して居住支援を強化！

お部屋探しのサポートを拡充
住宅確保要配慮者に民間賃貸住宅を紹介します

６０４万円

施策２９ 住みよい住宅・住環境の形成

住宅課

５階１番

３６４７－９４７３

２９９４

３ 健康・福祉

現在実施している「高齢者世帯民間賃貸住宅あっせん事業」（※１）を発展させ、住宅探しを
支援する新たな事業を開始します。

◆事業概要

◆目的

３－６ お部屋探しサポート事業

対象者 高齢者、ひとり親、障害者

相談

窓口

○区内不動産店（一部）

⇒随時（要事前申請）

○区役所住宅課

⇒毎週火曜日（要事前予約）

助成

内容

＜相談者＞

○契約金の一部
（家賃１ヵ月分、上限８万円）
○保証料の一部 ※保証会社利用の場合

（保証料の半額、上限２万円）

＜家主＞

○契約に対する謝礼金
（新規契約時、１万５千円）

＜不動産店＞

○手数料（契約成立時、１万円）

◆開始予定

平成２９年７月

※下線部分は拡充項目

事業イメージ

※２

地方公共団体・不動産関係団体・居
住支援団体等が連携し、 住宅確保
要配慮者及び民間賃貸住宅の賃貸
人の双方に対し、 住宅情報の提供
等の支援を実施する組織（事務局は
江東区住宅課）

※１ 住宅に困っている高齢者に対し、区内の民間賃貸住宅の空室情報を提供し、賃貸借契約成立時に契約金の一部助成を
行う。家主には、契約に対する謝礼金を支払い、契約を促進する。

○高齢者以外で住宅の確保に特に配慮が必要な方（住宅確保要配慮者）に対する支援を
強化します。

○相談窓口を拡大することで、常態化している予約待ちの解消を図ります。

○助成内容を見直し、家主と住宅確保要配慮者との賃貸借契約を促進します。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

平成２８年度協働事業提案制度 採択事業

地域の課題を区と協働で解決
地域障害者交流事業 さるえ

９５万円

３－７ コミュニティ活動支援事業

施策１７ コミュニティの活性化

地域振興課

４階２６番

３６４７－８５７０

２４４３

３ 健康・福祉

◆事業内容

市民活動団体（町会・自治会、ＮＰＯ、ボランティア団体等）と区が協力して、地域課題の解決
に取り組むため、協働事業提案制度で採択された事業を実施します。

◆目的

採択事業の実施を通じて、地域へ協働に対する理解を広め、市民活動団体の柔軟な発想や
専門性を公共サービスに取り入れる仕組みを推進します。

◆採択事業

◆過去３年間の採択事業（事業は採択された翌年度に実施）

事業名 地域障害者交流事業 さるえ ※

提案団体 一般社団法人 江東ウィズ

目 的
障害の有無に関わらず、ともに楽しめ、交流できるイベントの企画・実施を通じて障害
者への理解を深めます。

主な内容

○ 区民や大学、高等学校、専門学校等に広く呼びかけ、障害者への理解を深める
ボランティア講座を開催します。

○ 障害の有無に関わらず楽しめるコンサート・ウォークラリーを、ボランティア受講生と
ともに企画・実施することを通じて、事業を担えるボランティアの育成を図ります。

※団体の活動拠点である猿江地域から地域に根ざした事業を進めていきます。

事業担当課 障害者支援課

採択年度 採択事業

平成２５年度
○こども読書活動に関わる人材育成
○江東区内災害時、歩行困難者・避難所のバリアフリー調査

平成２６年度
○江東区内ことばの道案内作成・提供事業
○江東区内「だれでもトイレ」の詳細情報の調査

平成２７年度
○こうとう子育てメッセ
○コミュニティガーデンによる花とみどりに彩られたまちづくりの推進
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

①

②

③

④

位置図

有明アリーナ

アクアティクスセンター

有明テニスの森

東京辰巳国際水泳場

有明ＢＭＸコース

有明体操競技場

４－１

施策３１ 便利で快適な道路・交通網の整備

道路課

防災センター３階５番

３６４７－９６６５

６４４１

４ 緑・環境

快適な道路環境を目指して

東京五輪会場周辺の区道に遮熱性舗装を実施
開催時の暑さ対策・環境対策を実施

２９年度 ８,８４７万円

総事業費 ７億６,０６２万円

東京オリンピック・パラリンピック

会場周辺路線遮熱性舗装整備事業

◆事業内容

東京２０２０オリンピック・パラリンピック会場周辺の区道において、路面温度の上昇を抑制する
遮熱性舗装を実施します。

◆目的

夏季に開催される東京２０２０大会開催時の暑さ対策として、車道への遮熱性舗装を実施し、
観客等へ快適な歩行空間を提供します。

◆効果

路面に塗布した遮熱材が、赤外線を反射することで舗装への蓄熱を防ぎ、路面温度の上昇を
１０℃程度抑制することができます。

東京都も東京２０２０大会に向け、暑さ対策の一つとして、都道において環境対策型の舗装
を行っています。区と都が連携し、競技会場周辺の観客の主な動線となる道路を整備していき
ます。

◆スケジュール

◆背景

地 区 延 長

① 潮見地区 ８８５ｍ

② 辰巳地区 １,２２１ｍ

③ 東雲・有明地区 ８４０ｍ

④ 有明地区 １,０８０ｍ

合計 ４,０２６ｍ

平成２９年度 潮見地区

平成３０年度 辰巳・有明地区

平成３１年度 潮見・辰巳・東雲・有明地区

◆整備地区・延長
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

スマートフォン用アプリ （イメージ）

資源・ごみの分け方・出し方をスマートフォン用アプリで簡単検索

資源・ごみ分別アプリを配信
外国語（英語・中国語・韓国語）にも対応！

３９０万円

４－２ ごみ減量推進事業

施策４ 循環型社会の形成

清掃リサイクル課

防災センター６階４番

３６４７－９１８１

６３４２

４ 緑・環境

資源・ごみの収集日の確認や出し忘れ防止に役立つ機能を搭載したスマートフォン用アプリ
を配信します。

◆他区の状況

２３区中５区で導入済み

◆背景・目的

○資源・ごみの排出マナー向上に関する課題の一つとして、若年層単身者や外国人住民への
情報発信の強化があります。

○近年、急速に普及しているスマートフォンの活用により、特に若年層や外国人に対する情報
発信ツールとして、資源・ごみの排出に関する情報を、より手軽に確認できるようにします。

◆アプリの主な機能

◆開始予定

平成２９年９月

機 能 内 容

カレンダー機能 居住地区に応じた各種の収集日をアプリ内カレンダーに表示

アラート機能 資源・ごみの収集日を前日と当日にアラートでお知らせ

検索機能 品目ごとに排出方法を簡単に素早く検索

お知らせ機能 収集などに関するお知らせを掲載

多言語対応 英語・中国語・韓国語

えこっくる江東キャラクター

「たすけくん」
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

◆背景・効果（不用園芸土の回収）

○集合住宅が多い本区では、ベランダなどの限られたスペースで園芸に取り組む区民が増え
ており、それにともない不用となった園芸土の処分についての区民要望が増えています。

「食品ロス」削減の意識啓発と園芸土の再生

回収した家庭の余剰食品・不用園芸土を再活用
環境フェアの会場で回収します！

７３万円

４－３ ごみ減量推進事業

施策４ 循環型社会の形成

清掃リサイクル課

防災センター６階４番

３６４７－９１８１

６３４２

４ 緑・環境

◆背景・効果（余剰食品の回収）

◆他区の状況

【余剰食品の回収】 墨田区、世田谷区、足立区、江戸川区などで実施

【不用園芸土の回収】 中央区、台東区、品川区で実施

○家庭で余った食品を「環境フェア」 （※）の会場へ持ち寄っていただき、フードバンク団体を
通じて福祉団体や福祉施設などに提供します。

○家庭で不用になった園芸土を「環境フェア」 （※）の会場で回収し、加熱滅菌処理などにより
適正に処理した後、再生園芸土として区民まつりなどで無料配布します。

○まだ食べられるのに捨てられている食べ物、いわゆる「食品ロス」が日本国内で年間約６３２
万トンと言われており、国は食品ロス削減に向けた取り組みを推進しています。

○本事業の実施により、食品ロスの削減について意識啓発を図るとともに、回収した食品は
福祉団体や福祉施設に提供されますので、社会福祉の向上に寄与します。

※「環境フェア」概要

主 催 江東区、江東区環境フェア実行委員会

開 催 毎年６月（平成２９年度は６月４日（日）開催予定）

会 場 環境学習情報館・清掃事務所 （潮見１-２９-７）

内 容
環境ＮＰＯ、企業、行政などの環境保全活動紹介
及び交流、体験型の環境学習プログラムの提供

その他 平成２９年度は１０周年として記念イベントを予定
第９回環境フェア（平成２８年６月開催）
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

東京２０２０オリンピック開幕の１,０００日前を盛り上げることにより、「スポーツと人情が熱いまち

江東区」を盛大にＰＲし、３年後の東京オリンピック・パラリンピックに向けて気運醸成を図ります。

新たな取り組み

東京２０２０オリンピック開幕１,０００日前！

カウントダウンイベントを実施、カウントダウンパネルを設置
見て・感じて・楽しんで盛り上げよう♪

区民まつり事業 ７７１万円

５－１

施策１７ コミュニティの活性化 等

地域振興課・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催準備担当

４階２６番・４階１番
【地域】3647-4963 【オリパラ】3647-5513

【地域】2417 【オリパラ】2117

５ 産業・生活

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催準備事業 ２,１１５万円◆事業内容

オリンピック・パラリンピック気運醸成コンサートの開催

１０月２８日（土） ※区民まつり中央まつりは翌日も開催

◆その他関連イベント

◆実施日

区民まつり事業
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催準備事業

日 程 平成２９年１０月（予定）

場 所 ティアラこうとう（住吉２－２８－３６）

内 容
（予 定）

○オリンピック関連曲のライブコンサート

○オリンピアン・パラリンピアンによるトークショー

○過去大会の名場面の上映 等

イベント（予定） 内 容

カウントダウンパネル
お披露目

カウントダウンイベントにて「カウントダウンパネル」のお披露目及び点灯式を行い
ます

みんなで“せーの”
カウントダウン

メインステージとカウントダウンパネルを設置予定の区内施設において、同時に
くす玉を割るなどのカウントダウンイベントを実施します

１,０００人で風船飛ばし
オープニングパレード参加者及びボランティアの計１,０００人が、メインステージ

で行われるオープニングセレモニーにあわせて、一斉に風船を飛ばします

オリンピアン
トークショー・握手会

○ 「アスリートが見た、これが世界のトップレベル」をテーマに、メインステージで
トークショーを行います

○特設ブースでの握手会を実施します

スポーツクライミング
体験コーナー

江東区青海で開催が決定した追加競技のＰＲのため、スポーツクライミングを
体験できるブースを設置します

江東区民まつりマスコット
コトットちゃん
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○区内最大のイベントである江東区民まつり中央まつりを東京２０２０オリンピック開幕の１,０００
日前（１０月２８日）に開催し、カウントダウンイベントを実施します。

○カウントダウンパネルを区内に設置し、東京２０２０オリンピック開幕の１,０００日前からカウント
ダウンを開始します。

◆目的

◆江東区民まつり中央まつり イベント
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担当課： 電話：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

東京２０２０オリンピック・パラリンピックでのボランティアを目指して

高校生ジュニアリーダーを海外のボランティア先進都市に派遣
地域で活躍する人材を育成！

４７８万円

５－２ 青少年指導者海外派遣事業

施策１３ 地域の人材を活用した青少年の健全育成

青少年課（青少年センター） ５６３３－６３７１

５ 産業・生活

◆事業内容

◆海外派遣の概要（予定）

◆特色

東京２０２０オリンピック・パラリンピックでのボランティアを養成するため、高校生のジュニアリー
ダー（※）を海外のボランティア先進都市に派遣します。

※ジュニアリーダー ： 子ども会や地域の活動などで、こどもたちのよきお兄さん・お姉さんとして活躍する年少指導者。大人とこどもを結ぶ
※ジュニアリーダー ： パイプ役。小学校５年生から受講できる講習会を受講・修了することが必要。今年度、ジュニアリーダーズクラブとして
※ジュニアリーダー ： １１０人が活動している。

◆目的

事前研修で自主的に研修テーマを設定の上、現地で調査研究を行う自己研さん型のプログ
ラムを取り入れる等、海外派遣の事前事後の研修を充実させます。

対象人数 １０人

派遣先 アメリカ オレゴン州ポートランド

時 期 平成２９年８月

日 数 ９泊１０日

内 容

○ホームステイ

○ボランティア活動

○キャンプ活動 等

◆海外派遣後の活動予定

◆他区の状況

ジュニアリーダーに特化した海外派遣は２３区初

派遣先で現地の方と交流（イメージ）
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○東京２０２０大会でボランティアとして活動するため、海外ボランティア先進都市において国際
感覚を養うとともに、ボランティア意識やコミュニケーション能力の向上などを目指します。

○東京２０２０大会終了後も、ジュニアリーダーの中核メンバーとして子ども会やまちづくりなど、
地域活動に貢献する指導者として活発に活動していく人材を育成します。

○東京２０２０大会でのボランティア

○東京都が予定している、ラグビーワールドカップ２０１９日本大会のボランティア

○江東区青少年交流プラザでの国際交流プログラムへの参画
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

区独自のボランティアとしての活動を目指して

（仮称）江東区外国人おもてなし講座を開講
外国人観光客を笑顔でおもてなし♪

７４万円

５－３ オリンピック・パラリンピック開催準備事業

計画の実現に向けて(２) スリムで区民ニーズに的確に対応した行財政運営

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催準備担当

４階１番

３６４７－５５１３

２１１７

５ 産業・生活

◆事業内容

道案内などの簡単な英会話や、外国人とのコミュニケーションの基礎知識を習得するため、
区民・区内団体向けの講座を開講します。

◆目的

◆（仮称）江東区外国人おもてなし講座 概要

◆東京都・大会組織委員会のボランティアに対する取り組み

開催場所 区内の文化センター等

回 数 １講座につき５回

定 員 １講座５０人程度

内 容 簡単な英会話レッスンなど 外国からの来訪者を“おもてなし”
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○東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催時に、区を訪れる外国人来訪者を、笑顔で“おも
てなし”することができます。

○講座修了者をボランティアとして登録することで、東京２０２０大会の際、区独自のボランティ
アとして活動してもらうことを目指します。

○区内全域における“おもてなし”の気運醸成を推進します。

○東京都及び大会組織委員会は、東京２０２０大会の開催に向けたボランティアの募集や研修
などの運営のあり方、参加者の裾野拡大などについて基本的な考え方を示した「ボランティ
ア戦略」を平成２８年１２月に策定しました。

○平成３０年夏頃に「大会ボランティア」及び「都市ボランティア」を募集する予定です。

大会ボランティア 都市ボランティア

運営主体 大会組織委員会 東京都

活動場所 競技会場、選手村などの大会関係施設
空港・主要駅・観光地及び
競技会場の最寄駅周辺

活動内容
観客サービス、競技運営のサポート、
メディアのサポートなど

国内外の旅行者に対する観光・交通
案内、及び競技会場の最寄駅周辺に
おける観客への案内など

人数規模 合計で９万人以上を想定
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

外国人スタッフが取材記事を作成！

ことみせ登録店（飲食・物販店）の情報を英語で紹介
外国人旅行者等にお店の魅力を発信

４４３万円

５－４ 江東お店の魅力発掘発信事業

施策１５ 環境変化に対応した商店街振興

経済課

４階２８番

３６４７－９５０２

２４３７

５ 産業・生活

◆事業内容

ことみせ（※）登録店について、外国人スタッフが取材・記事作成を行い、外国人にわかりやすく
読みやすい内容の英語で、お店の魅力を「ことみせ」ホームページで積極的に情報発信して
いきます。

◆目的

◆実施内容

開始予定 平成２９年４月

取材予定 年間約２７０店

ことみせ登録店舗数 ５３２店（平成２８年１２月末現在）

◆背景

※１ おもてなし多言語表記促進事業 ： 区が外国人旅行者等の受入環境を整備するため、案内表示等の多言語化に要する経費の一部を
※１ おもてなし多言語表記促進事業 ： 補助することにより多言語化を行うお店をサポートする事業。
※１ おもてなし多言語表記促進事業 ： 【事業活用例】■英語及び中国語表記のメニュー作成
※１ おもてなし多言語表記促進事業 ： 【事業活用例】■英語ポスターの作成及び英語メニューちらしの作成・配布
※２ 訪都外国人旅行者数 ： 平成２５年 ６８１万人 → 平成２６年 ８８７万人（出典：江東区観光推進プラン(後期)）

◆他区の実施状況

観光部門ではなく、商業振興での登録店舗の情報発信としては２３区初

お店の魅力を英語で紹介（イメージ）

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

緑
・
環
境

産
業
・
生
活

○ことみせ登録店の紹介記事を英語で情報発信することで、より多くの人にお店の魅力的な
情報を提供することができ、登録店の利用促進を図ります。

○日本人にない視点で取材できるスタッフが、外国人におすすめのお店を自ら選定して取材
することにより、見て感じたお店の魅力を、より効果的に情報発信できます。

○おもてなし多言語表記促進事業（※１）を活用し、メニュー等を多言語化する登録店が増加して
います。

○東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて、外国人旅行者が増加しており（※２）、外国人
旅行者等に向けた、英語での区内店舗の情報提供が求められています。

※ことみせ ： 正式名称は「江東お店の魅力発掘発信事業」。区内のお店やトピックスについて、情報誌やインターネットで配信。
※ことみせ ： 登録店で利用可能なクーポン等も発行。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

ブランドコンセプト・ロゴマークを活用したＰＲ事業を拡大！

ブランディング戦略による区の魅力発信を加速
ＰＲ動画コンテストやロゴマーク壁面装飾など

２,２９１万円

５－５

計画の実現に向けて(２) スリムで区民ニーズに的確に対応した行財政運営

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催準備担当

４階１番

３６４７－５５１３

２１１７

５ 産業・生活

◆事業内容

東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて、区の魅力を国内外に発信していくため、現在
募集しているＰＲ動画コンテスト（※）の作品を活用した広報活動や、公共交通機関へのポスター
等の掲出など、江東区のＰＲ事業をさらに推進していきます。

◆目的

◆「ＰＲ動画コンテスト」主な概要

◆ブランディング戦略の主な取り組み

SPORTS & SUPPORTSブランディング
推進事業

※募集締切 ： 平成２９年２月２８日

年 度 活動内容

平成２８年度

○ロゴマークポスター、のぼり旗の庁舎及び区施設への掲出

○ロゴマークのホームページからのダウンロード開始

○ロゴマークピンバッジ等のＰＲグッズの作成・配布

○ＰＲ動画コンテストの開催

平成２９年度
（予定）

○区役所本庁舎等のロゴマークドレスアップ（壁面装飾等）の実施

○ロゴマークを活用した区ＰＲ広告を公共交通機関（東京メトロ、都営地下
鉄）に掲出

○第２回ＰＲ動画コンテストの開催

○ＰＲ動画コンテスト グランプリ作品の区内シネコンでのスクリーン広告放映

○オリンピック１,０００日前イベントの開催

テーマ 「江東区のここが魅力！」「江東区のこの魅力を伝えたい！」など、江東区の魅力を伝えるもの

応募資格 どなたでも（個人・グループ、プロ・アマ、区内在住・区外在住は問わない）

作品規格 江東区の素材を活用した６０秒以内の動画

審 査 区と外部審査員で構成する審査委員会で選考（特別審査員：テリー伊藤氏）

賞 ①グランプリ １作品 、 ②準グランプリ ２作品 、 ③特別賞 ３作品
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○東京２０２０大会の開催を契機に、国内外に区の魅力を積極的・戦略的に発信することで、
区民の気運醸成と区外の方へのＰＲを展開します。

○区のブランド化を一層推進していきます。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

江東区の魅力を積極的に発信！

こうとう情報ステーションをリニューアル
オリンピアン・パラリンピアン紹介コーナーやジオラマを設置

２,８７８万円

５－６ こうとう情報ステーション運営事業

計画の実現に向けて(１) 区民の参画・協働と開かれた区政の実現

広報広聴課

２階２１番

３６４７－２３６４

２２７５

５ 産業・生活

◆事業内容

区のイベント展示・ＰＲ・書籍販売を行っている区役所庁舎２階の「こうとう情報ステーション」の
設備、デザインを一新し、１０年ぶりにリニューアルします。

◆目的

オリンピック・パラリンピック
紹介コーナー

江東区ゆかりのオリンピアン（陸上：ケンブリッジ飛鳥さんなど）・パラリ
ンピアン（カヌー：瀬立モニカさん）などの紹介コーナーを設け、東京
２０２０大会への気運を醸成

江東区ジオラマ
江東区全域のジオラマで東京２０２０大会の競技会場や区内名所の
場所を紹介

大型モニター
江東区の各種映像を放送し、区の魅力を積極的に発信
（５５インチモニター４台(縦１.４ｍ×横２.４ｍ)）

その他 レイアウト・床・照明などを一新し、快適な空間を創出

◆リニューアルの主な内容

◆リニューアル予定

平成２９年１２月

◆実施場所

区役所庁舎２階（こうとう情報ステーション）

◆「こうとう情報ステーション」の経緯・現状
大型モニター（イメージ）
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○区役所を訪れる方々に、江東区の愛着や理解を深めていただけるよう、江東区ブランディン
グ戦略と連携し、区の魅力を積極的に発信します。

○東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向け、関連の展示を充実させます。

○平成１９年１月に、区政に関する情報を区民の方々が迅速かつ容易に得られるように、資料、
パンフレット等を集約し、一体的に提供できる体制を整備するため新設しました。

○広さ約１６０㎡、約３００種類のパンフレット等をおいています。また、約８０種類の区関連書籍
等を販売しています。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

スムーズできめ細やかな窓口サービスを提供！

多機能タブレット端末（通訳クラウド・地図システム）を導入
外国人や高齢者にもやさしい受付が可能に

１,１４３万円

５－７ 総合窓口事業

計画の実現に向けて(２) スリムで区民ニーズに的確に対応した行財政運営

区民課

２階３番

３６４７－３１６２

２５３７

５ 産業・生活

◆事業内容

◆目的

５か国語（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）の通訳システムを活用することに
より、外国人の住所異動手続きや各種案内に対して、迅速かつきめ細やかな窓口サービスの
提供を図ります。

◆特色

◆効果

◆多機能タブレット端末の概要

実施場所 区民課（区役所）
豊洲特別出張所

大島出張所
亀戸出張所

導入数 １０台 各１台

内 容
通訳システム
地図システム

通訳システム

導入時期 平成２９年４月（地図システムは９月頃の予定）

他区の状況
通訳システムと地図システムの２つの機能を盛り
込んだ多機能タブレット端末の導入は２３区初

地図システム使用イメージ
※平成２８年度より、子育て支援課や医療保険課で、タブレット端末を使用した
※通訳システムを導入済み

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

緑
・
環
境

産
業
・
生
活

○転入・転出など住所異動の手続きに、多機能タブレット端末を導入します。

○多機能タブレット端末では、インターネットを活用した通訳システム（クラウド型）と、移住地
確認用の地図システム（※）の２つの機能が使用可能になります。

○多機能タブレット端末を使用した通訳システムにより、通訳者と外国人区民、区職員との３者
による通訳がリアルタイムで可能となります。

○タブレット端末の内臓カメラを利用して、申請書類の翻訳も可能になります。

○住所異動手続き時に確認が必要な地図を迅速に表示でき、高齢者の方にも見えやすいよう
に拡大しながら提示できます。

○窓口事務処理の流れを効率化し、手続きの受付時間・待ち時間の短縮が期待できます。

○従来使用していた紙の地図の修正・差替えが不要となり、ペーパーレス化につながります。

※地図システム ： 転入時などに住所確認を行う際、住所表記が正しく届け出されているか、区内各地域の詳細な地図や集合住宅の部屋
※地図システム ： 番号（２０戸以上の場合）を確認することができるデータベース
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

みなさんが区の魅力をＰＲ！

原動機付自転車等にプレミアムナンバープレートを導入
新たなデザインが走り出します

１７１万円

５－８ 賦課事業

計画の実現に向けて(３) 自律的な区政基盤の確立

課税課

５階６番

３６４７－８０９３

２３１１

５ 産業・生活

◆事業内容

区が標識を交付している原動機付自転車（※１）及び小型特殊自動車（※２）に、プレミアムデザイ
ンのナンバープレートを導入します。

◆導入スケジュール

◆目的

◆交付対象

新規登録される原動機付自転車及び小型特殊自動車
※プレミアムナンバープレートと従来のナンバープレートの選択が可能です

※１ 原動機付自転車 ： 総排気量が１２５ｃｃ以下または定格出力が１ｋｗ以下の二輪車など
※２ 小型特殊自動車 ： フォークリフトやショベル・ローダ、農耕トラクタなど

スケジュール 内 容

平成２９年４月～

○デザイン募集方法の検討・決定

○デザイン募集
○デザイン審査・決定
○新プレートの作製・導入準備

平成３０年１月～ 交付開始

◆他区の状況

○原動機付自転車 ： 選択制によるオリジナルナンバープレートの導入は７区で実施

○小型特殊自動車 ： ２３区初

原動機付自転車で区の魅力をＰＲ！
（写真は従来のナンバープレート）
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○東京２０２０オリンピック・パラリンピックにおいて、全市区町村で最も多くの大会会場が整備
される江東区の魅力をＰＲする一助になります。

○区のイメージアップにつながるデザインのナンバープレートを新たに作製・交付することで、
同大会の開催に向けて、区民の参加意識や気運の醸成を図ります。
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取り組み

記憶に残る結婚記念日を演出♪

オリジナルデザイン入り婚姻届を作成・配布
２人の門出を区が後押し！

５万円

５－９ 戸籍管理事業

計画の実現に向けて(２) スリムで区民ニーズに的確に対応した行財政運営

区民課

２階１番

３６４７－３１６３

２５４１育て・教育

５ 産業・生活

◆事業内容

江東区ロゴマークと江東区観光キャラクター「コトミちゃん」がデザインされた、オリジナルデザ
イン入り婚姻届を作成・配布し、届出書類として使用を開始します。

◆目的・効果

◆配布開始

平成２９年２月２日～（２月１４日のバレンタインデーに向けて）
※今後、デザインのバリエーションを数種類増やしていきます

◆特色

◆配布場所

江東区役所（２階区民課）、豊洲特別出張所、各出張所（７か所）

◆他区の導入状況

２３区では２区で導入

 
 

 

 

 

  記入の注意  

鉛筆や消えやすいペンで書かないでください。消せるボールペンは使わないでください。 

この届けは、日曜日や祝日でも届けることができます。（この場合、宿直等で取扱うので、前日までに、戸籍担当係で下調

べをしておいてください。） 

届書は１通でさしつかえありません。 

この届書を本籍地でない役場に出すときは、戸籍謄本（全部事項証明書）が必要ですから、あらかじめ用意してください。

 ◎証人は 20 歳 以上の方が 2 人必要です。 ◎同氏でも別々の印鑑を押してください。 

 

 
 

 ◎署名は必ず本人が自署してください。 

◎印は各自別々の印を押してください。 

◎届出人の印をご持参ください。 

 

オリジナルデザイン入り婚姻届 メモリアルボード（区役所２階）江東区ロゴマーク
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○年間５,５００件を超える婚姻届の届出（※）があり、届出書類をオリジナルデザインにすることで、
記憶に残る“結婚記念日”を演出します。

○江東区ロゴマークをデザインに使用することにより、江東区ブランディング戦略をアピール
することにつながり、区への愛着を高めます。

○江東区ロゴマークや、江東区観光キャラクター「コトミちゃん」の花嫁バージョンのイラストが
描かれており、カラフルな仕様に仕上がっています。

○婚姻届のデザインには、区の花であるサザンカの花をイラストするなど、区民課職員のアイ
デアが取り入れられています。

○平成２８年６月に区役所及び豊洲シビックセンターに設置した「メモリアルボード」で記念撮影
をすることで、メモリアル効果が相乗的に期待できます。

※平成２８年１～１２月：５,５１５件
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１ 歳入･歳出の内訳  

 

【一般会計（歳入・歳出）対前年度比較】 

区 分 平成２９年度 平成２８年度 増 減 額 
増減率

（％） 

歳 入 1,996 億 4,200 万円 1,886 億 3,800 万円 110 億 0,400 万円 5.8

区税等(一般財源) 1,232 億 9,800 万円 1,156 億 8,500 万円 76 億 1,300 万円 6.6

国 ・ 都 支 出 金 465 億 1,700 万円 446 億 1,400 万円 19 億 0,300 万円 4.3

繰 入 金 182 億 4,600 万円 161 億 1,000 万円 21 億 3,600 万円 13.3

特 別 区 債 14 億 7,400 万円 12 億 3,500 万円 2億 3,900 万円 19.3

そ の 他 101 億 7,700 万円 109 億 9,400 万円 △8億 8,700 万円 △8.1

歳 出 1,996 億 4,200 万円 1,886 億 3,800 万円 110 億 0,400 万円 5.8

人 件 費 284 億 9,500 万円 299 億 2,800 万円 △14 億 3,300 万円 △4.8

扶 助 費 636 億 2,100 万円 605 億 7,100 万円 30 億 5,000 万円 5.0

公 債 費 34 億 7,200 万円 29 億 5,000 万円 5億 2,200 万円 17.7

普通建設事業費 284 億 8,600 万円 234 億 4,500 万円 50 億 4,100 万円 21.5

積 立 金 59 億 5,300 万円 16 億 0,100 万円 43 億 5,200 万円 271.9

物件費・補助費等 504 億 0,500 万円 499 億 4,200 万円 4億 6,300 万円 0.9

そ の 他 192 億 1,000 万円 202 億 0,100 万円 △9億 9,100 万円 △4.9

 

＜歳入の特徴＞ 

◇区税等（一般財源）は、対前年度比６.６％の増。 

（特別区税や特別区交付金の増などによる） 

◇国・都支出金は、対前年度比４.３％の増。 

（子どものための教育・保育給付費負担金の増などによる） 

◇繰入金は、対前年度比１３.３％の増。 

（公共施設建設基金の繰入金の増などによる） 
 

 

＜歳出の特徴＞ 

◇人件費は、対前年度比４.８％の減。 

（退職手当の減などによる） 

◇扶助費は、対前年度比５.０％の増。 

（私立保育所運営費の増などによる） 

◇普通建設事業費は、対前年度比２１.５％の増。 

（（仮称）第二有明小・中学校整備の増などによる） 
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２ 各項目の推移  

 
 

２－１ 一般会計（予算規模）の推移 29 年度 1,996 億 4,200 万円 
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 ◇一般会計の予算規模は、前年度比５.８％の増となった。 

 

２－２ 歳入(特別区税と特別区交付金)の推移 
 29 年度  区 税 500 億 1,500 万円 

 交付金 570 億 9,000 万円 
 

                                  （単位：億円/当初予算ベース） 

 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度

区税 407 416 420 415 414 429 447 466 490 500

交付金 453 486 450 447 442 457 478 478 495 571

合計 860 902 870 862 856 886 925 944 985 1,071

構成比 61.7 61.2 57.0 54.1 53.0 53.7 53.0 53.4 52.2 53.7

  構成比＝特別区税と特別区交付金の合計額が、歳入全体に占める割合（％） 
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特別区税 特別区交付金

 ◇区の基幹的な歳入である特別区税と特別区交付金の合計額は、１,０７１億円。 

特別区税や特別区交付金がともに増となり、一般会計に占める構成比は５３.７％ 

となった。 

億円 

48



２－３ 歳出の推移 
 

（１）扶助費（生活保護費や児童福祉費など）  29 年度  636 億 2,100 万円 

 ◇私立保育所運営費や介護給付等給付の増などにより、５.０％の増となった。 

 

 

（２）公債費  29 年度    34 億 7,200 万円 

 ◇公債費は、償還元金の増により、１７.７％の増となった。 

 

 

（３）普通建設事業費  29 年度   284 億 8,600 万円 

 

◇普通建設事業費は、(仮称)第二有明小・中学校整備の増などにより、２１.５％の増となった。 
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２－４ 積立基金と特別区債の現在高の推移 
 29 年度末  積立基金 859 億 7,800 万円 

 特別区債 295 億 4,200 万円 

 

                                        （単位：億円） 

 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

積立基金 754 679 696 691 705 759 815 944 983 860

特別区債 311 259 264 276 295 291 290 326 312 295

＊平成 20 年度から平成 27 年度までの金額は、決算額。 

＊平成 28・29 年度の金額は、年度末見込み額。 

＊上記積立基金には、介護保険関連基金は含まれていない。 

 

 ◇平成２９年度は、年度間の財源調整を図るため、財政調整基金１５億円、公共 

施設の改修や新たな施設整備のため、公共施設建設基金１１２億円、小学校の 

改修工事などに充てるため、学校施設改築等基金２６億円など、１８２億円の 

基金を活用する。 
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３ 歳出の抑制  
 

事業の見直し等による削減額 ························ 3 億 4,600 万円 

       

 

 

   

事業の見直しもしくは廃止した事業 ３億４,６００万円

 

住宅修築資金の新規あっせんの廃止等 ９,０００万円

小・中学校の用務の委託化 ４,０００万円

区立保育園の民営化 ２,７００万円

ごみ収集運搬の見直し １,７００万円

学童クラブの公設民営化 １,３００万円

小学校の警備の委託化 ９００万円

女性福祉資金の新規貸付の廃止 ８００万円

その他の見直し及び廃止 １億４,２００万円
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４ 区民一人あたりの平成２９年度歳出予算額  

 

【区民一人あたりの歳出予算額の内訳】 

目  的 費 目 金 額 構成比

高齢者や子育て支援など福祉施策に 民生費 175,097 円 44.4%

学校教育や図書館などに 教育費 77,355 円 19.6%

防災対策や地域振興、スポーツ振興などに 総務費 47,888 円 12.2%

健康診断や母子保健、環境・清掃事業に 衛生費 29,336 円 7.4%

道路･公園の整備やまちづくりに 土木費 25,373 円 6.4%

特別区債の償還に 公債費 6,864 円 1.7%

商工業や観光の振興、消費者保護などに 産業経済費 3,476 円 0.9%

議会の運営のために 議会費 1,832 円 0.5%

その他 他会計への繰出金等 26,930 円 6.9%

合  計 ３９４,１５１円
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【参考】＊区民一人あたりの特別区民税：９０,５４３円（平成２９年度当初予算） 

【参考】＊人口：５０６,５１１人（平成２９年１月１日現在、住民基本台帳調) 
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平成２９年２月２日

江東区 政策経営部 広報広聴課 報道係

０３－３６４７－２３６３（直通）




